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1370年から 1870年までの学校建築史をまとめた I巻において， r乙の種の研究では先駆的研究
であるJ(The Times Educational Suppl iment紙)という評価を受けているが， I巻でも多くの
資料を用いながら，初等・中等学校建築の歴史と学校組織の関連性について詳細な分析を試みてい
る。



































持拡 1914年から 1939年までの，戦時経済体制の影響が色濃く表れた時期， 1944年から197昨
までの，イギ 1)ス独特のセミオープンプランスクールが多く作られた時期と，それぞれに特徴づけ




























はなく，むしろ，イギリスの場合， r講堂 (CentralHall )の設置が効果的な妥協案J( 8ページ)
として表れてきたという。すでに， ζ 乙lζ，現在の「セミオープンスクーノレ}1) と称されるイギリ
ス初等学校建築の端緒が克られる。






























図1 Age of maintained school buildings in England and Wales (1962) 
Age of Schools 日Jpils('000) on roll in 1962 
oldest main 
building Primarツ Secondary All Primarツ Secondary All 
Pre・1875 7，154 375 7，529 775.0 145.3 920.3 
1875-1902 6，739 920 7，659 1，056.0 367.7 1，423.7 
1903-18 2，983 914 3，897 612.6 403.1 1，015.7 
1919-44 2，659 1，702 4，361 702.6 827.8 1，530.4 
1945 to date 3，670 1，958 5，628 993.2 1，087.3 2，080.5 
All schools 23，205 5，869 29，074 4，139.4 2，831.2 6，970.6 and pupils 
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図3 アマーシャク小学校 1958年 図4 フィンメーノレ村立学校 1959年
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際iζ関する若干の考察J(r学校経営研究』第9巻 29~48ページ 1983. 4)，また，日本の
学校建築史をまとめた労作として，菅野誠著「日本学校建築史J文教ニュース社 1973年があ
る。
(4) i質朴堅牢主義j理念が，歴史的にどのように導入され，公立学校施設の在り方を方向づけて
きたのかについての分析は，喜多明人著「学校施設の歴史と法制jヱイデノレ研究所 1986年
に詳しい。
(5) 長倉康彦前掲書 142ページ
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